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ＪＲ西日本グループの取組み 2

JR西日本グループ 長期ビジョン2032 中期経営計画2025
https://www.westjr.co.jp/company/info/plan/



第３回 地域の公共交通リ・デザイン実現会議（2023年11月16日）

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001728318.pdf

ＪＲ西日本グループの取組み

https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/transport/content/001728318.pdf


東広島市の取組み 4



2020～2023年
◆将来的な交通モードのオプション開発
◆システムの安定稼働等の検証

2023年～
◆（東広島市）ＢＲＴ構想における自動運転技術の導入検討
◆（JR西日本）自動運転・隊列走行の自動運転レベル４技術の実装検証
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【システム実現イメージ（当初）】

東広島市・広島大学・JR西日本での連携協定
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これまでの取組み

業界連携

※内閣府の戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第3期

※



Ｌ４を活用した公共交通のリ・デザイン検討 6

公共交通のリ・デザイン（イメージ）

＋α

(路線バスの一部区間)
自動運転バス
の運行開始

（専用レーン等の整備）
自動運転・隊列走行BRT

の運行開始

（市域全体のリデザイン）

コミュニティバス・デマン
ド交通・郊外バス路線 等

自動運転技術との相性のいいエリアの効率化を図り、
市域全体でドライバーを有効に活用していくなどを検討



72024年度の取組み（技術）

①自動運転区間の向上
•目標90％に対し87％、概ね想定通り
•信号連携および3Dマッピングによる自己位置
認識対策を反映し、昨年度より約10％UP

②信号連携
•信号機情報は100%連携（通信途絶や、受信
情報と実際の灯火不一致はなし）
•道路混雑時等、青信号での停車判断に課題

③アンケート︓自動運転の導入希望
•試乗会参加者約80％市民約60%
•特に、試乗会参加者の約70％が「試乗会
を通じて印象がよくなった」と回答

2023年度
（総走行距離307km）

2024年度
（総走行距離267km）

自動運転での交差点通過

92%

手動介入発生

8%

青信号での停車判断
＝通過先の渋滞認知自動運転

87%

手動運転

13%

（総通過回数482回） （試乗会アンケート）

約10％UP

（市民アンケート）

自動運転

78%

手動運転

22%

②信号機との
情報連携検証

①3Dマッピング
(SLAM)検証



82024年度の取組み（社会受容性）

■LINEアカウント 東広島市BRT自動運転

■試乗会予約 JR西日本アプリ 「WESTER」

■東広島モビリティワークショップ
（SIP第3期）

■小学５年生への「社会」の特別授業
将来世代に、新技術や交通への興味を



今後の課題 9

(D) 持続性（経済合理性）

車両価格が高い
インフラ整備必要

(A)自動運転技術（認識機能など）

運転速度の課題
（都市間交通にはまだ）

(C) 社会受容性（支持の獲得）

無人化

遠隔

自動運転の
地域の受け入れ

(B)ルール（法制度や慣習）の改革

信号の認識
（現時点では、目視・画像認識基本）

乗車形態
（現時点では、着座基本）

実証実験等を通じ、できることが明確化され、
実装できる範囲や用途が徐々に見えてきた（Ａ）（Ｃ）

一般道での公共交通として実装するには、
コストやハード整備などの課題が多く残る（Ｂ）（Ｄ）



2025年度以降の取り組み 10

令和５年度第3回東広島市自動運転・隊列走行BRT検討分科会資料より
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BRT
走行環境
（道路） 事業化段階計画段階 管理運営段階
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BRT

第2期

試作車（EV）により一部区間レベル４

認可手続き 一部区間レベル４での営業走行

実証走行 認可手続き

1停留所間

区間延伸

試作車（EV）

構想段階

第1期

実験車

実証走行

路線バス
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